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製作した靴棚 

工夫した点 

正面図 上面図 

使用材料 

底板：ラワン合板 

棚板：集成材 

仕切り板：集成材 

棚板部品：木ダボ 

接合：L字金具 

アルミ回転盤を用

いて回転させる。 

ま 
わ 
る 

底板を2枚にし，その間に

アルミ回転盤を挟みまし

た。女性の力でも簡単に回

すことができ，靴の出し入

れがとてもスムーズにな

りました。 

使用したアルミ回転盤 

（φ600，ｔ21） 

棚板は取り外しが可能で靴の

高さに合わせて替えられま

す。上下に木ダボをつけ棚板

を挟んでいるため安定性もあ

ります。（最大収納量24足） 

製作の動機・目的 

 本研究室に現在置かれている靴箱は，壊れているうえ

に収納量も８足であり，下履き，実習用シューズ(安全靴)

などもあるため，本研究室７名が所持している靴をすべ

て収納することができない。 

 そのために，本研究室の靴は中履きも外履きも床に並

べられており，扉の開閉に支障をきたすとともに美観を

損ねている。 

 そこで，現在ごみ箱・傘立てが置かれているスペース

を利用し，すべての靴が１方向から取り出せ，収納量の

十分ある靴箱を製作した。 

回転式靴箱

を作って，

この空間を

利用したい 

 壊れている 

靴箱 


